
■応募作品テーマ（参考）
・ゼロカーボンシティ（二酸化炭素の排出量が実質ゼロのまち）
・守りたい練馬の自然
・自然エネルギーのあるくらし
・温暖化から美しい地球を守ろう
・わたしのエコじまん

応募総数：2,370
　小学生：　658
　中学生：1,７12

小学生：最優秀賞 1
         優秀賞 2
         入選 ５
中学生：最優秀賞 1
         優秀賞 2
         入選 ７

■環境・地球温暖化に関するトピックス
・４月　経済産業省が経済成長と環境課題解決の両立を促すために「グリーン
        成長戦略」を策定
・7月　世界の平均気温が史上最高記録を更新し、国連のグテーレス事務総長
　　　 が「地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰化の時代が訪れた」と発言
・９月　練馬区が、「環境基本計画 2023」を策定
・11月～12 月　COP28ドバイで、目標に向けた世界全体の進捗を評価する
                   「グローバル・ストックテイク（GST）」について初めての決定

20202323年度年度
令和５年度令和５年度

第13回

75



小学生部門　最優秀賞

宇宙ゴミ「スペースデブリ」にも目を向けて
高松小学校6年

今、地球周辺の宇宙空間には、宇宙開発の過程で人間が放置した1 億個以上の「スペース
デブリ」とよばれている宇宙ゴミがたくさんあるそうです。それが、人工衛星にしょうと
つしたり、地球に落下してきたり、宇宙飛行士に当たる危険がある事を知ったので、みん
なにも知ってもらえたらいいなと思ってこの絵をかきました。

【絵に込めた思い】
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中学生部門　最優秀賞
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中学生部門　優秀賞

燃え盛る地球
開進第四中学校1年
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小学生部門　入選

未来の万華鏡
豊玉東小学校3年　　　　　　　　　　

私たちの行動が未来を決める
高松小学校6年

地球に緑を残しましょう
高松小学校6年

区別ついてる？
大泉東小学校6年

この未来は遠くない
開進第二小学校6年　　　　　　　　　　
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中学生部門　入選

え、待って？捨てるの？
三原台中学校1年

気づこう未来のために
大泉中学校1年

結果はどうなる？
大泉第二中学校2年

みんなで火を止めよう
開進第三中学校2年

海はゴミ箱じゃない
光が丘第一中学校2年

緑は、「今」にある。
大泉第二中学校2年

言葉だけじゃ意味がない。
大泉西中学校1年
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　これまでの応募作品を振り返ってみると、大きく三つの分野に
分けられるようです。
　一つ目は、地球温暖化がもたらす弊害、オゾン層の破壊、異
常気象による地球へのダメージ、南極の氷山が溶けて苦悩する
動物、ジリジリ照らされる植物を表現した作品など。二つ目は、
地球温暖化に対する対応策をいろいろと考え乗り越えていこうと
する作品。例えば、グリーンカーテンで日陰を作り冷を求めるも
の、コンセントから電源プラグを抜いたりスイッチを切ったりす
る節電行動、ごみの分別やエコバッグの使用など。そして三つ目は、練馬区のみどりの
環境の大切さとともに、そこに生きている昆虫、鳥や動植物への慈しみを表現した作品で、
とくに近年多く見られる作品の傾向と思います。
　身近な地球環境の変化について、異常気象は年々進み、もはや異常が日常になってきて
しまったようです。改善策が叫ばれていますが、結果が見えてきません。
　毎回こどもエコ・コンクールの審査を通して、工夫したり、考えたり、ニュースを敏感
に感じ取った作品に出合えるのを楽しみにしています。年々、キャッチコピーなどのレタリ
ングの上達を感じ、作品全体のレベルが上がっているように思います。これからも、地球
温暖化に対する改善策などを題材にした作品が増えていくことを期待しています。

こどもエコ・コンクールを振り返って

審査の様子
一次審査

二次審査

こどもエコ・コンクール　二次審査員
練馬区美術家協会　会長　島田 紘一呂

作品展の様子
練馬区役所アトリウム「100 選展」

平和台駅地下連絡通路

図書館

ねりま環境まなびフェスタ
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